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内 容 梗 概

第二次テレビチャンネノLフラン修l!ミによって新たにUHF瑞‥テレビチャンネ′しが湖ご)三J∃てられ,近い招来多

くの.J‥うがUHFテレビの電波を出すことになろうっ

本文でほこれに旋J‾!1さ′才tるサテライト放送装F7葺に閲しカメ〔,権短についで皇すj4主べ,さらに11本放送協会か

らの受料こより仰て和137咋12川脚.汚した■･.1石枚づ三簸りJ口の矧■∫てについて具肘ゎにr説明L,その閃敗･さぇについても

⊥三▲及Lたへ

第1衣 テ レ ビチャ ン ネル表

1.緒 口

さる5月7‡],テレビ第二次チャンネ′しフうンの修爪が郵政竹よ

り発表さjtた〔このプランにより乍国229地【大が従来の第二次フラ

ン82地lぺに追加され判り｢+1てられた〔総地l末は360地lぺ.カバレー

ジほ85%より93%に拡人したへ さらiここのブラン修仙こより第45

チャンネルから第62チャンネ′しまでの18のUHFチャンチノしが96

地区に対しで割り当てられたで

テレビ難視聴地域に対してほこれまでも7■､-スタ,VHFサテラ

イトにより救済されてきたが,日本の地勢の複雑さからそのような

VHFチャンネ′Lによる新局の設揖のムでは不可能とな【),UHF倍

のテレビチャンネ′レ使H引こ蹄ム切一つたわけである(､

このようなすう鰍こ対LてHT7二製作所では早くからセラミックJ三寸

止UHF楷送信管の開発を進め,それを使用したUHFサテライ:､

装置の試作を行な-′1ていたが,37年捲開ノ石した日本放送協会高級実

額IJ詩のセットを受～い妄望rFした｡二の製作,.試験,遵仰のデータをも

とにしてtJHFサテライト装わ≡′たの別状,閃敵･1くについで鮎て上手すろこ

とにする｡

2.UHFサテライト装置の方式上の分類

サテライト装r戸上の詳細にふjtる前に方式卜の分矧こ関して.三かジュL

てぉく｡サテライトとほSate11ite(街榊でありTV放送の分野では

L‾親局の放送波を受信し,チャンネ′Lを変史し再放送する†r-)(または

装荷)_工と定義されている(ちなんに チャンネ′しを変如しないで電

力のん増幅し再放送するもの■をブースタという､)〔Lたがって第2

表のように親局VHFのチャンネ′しを受け他のVHFチャンネル

(Ⅴ･-Ⅴとほこの点味)に変更すろ(特別な場付まU受:ナⅤ出しとな

ることもある)VHFサテライ ∴と,親J.‾-)のVHFチャンネ′Lを安け

UHFチャンネル(Ⅴ-Uとほこの首昧)に女史するUHFサテライ:､

がまず考えられるっ これは周波数1二の分類といえる′.

次に増幅方式の観∴-iから見ると,変復調ブナ式と糊披教生換ソナ式に

分頼することができる1前者ほ送信機に槻J芯と同じ装揖,すなわ七〕映

像信号は映像送信機により振幅変調され,音ナ王子信LJ･は苫ノ王i送信機に

より周波数変調され,その出力をダイフレクサによって付戊送f言す

るもので,出力が割令大きい局(250W以上)かほかに特別な鞘巾があ

る場如こ限られるっ この映像,音パ音信一別ま中継用受信煉により親局
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722一､728
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734～740
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758～764

764､77()

第2表そ 十ナウイト装置のブイノ亡上の分類

ナ‾;ノ
■

ノい椚

VHF･十テラで て･′装置
Ⅴ Ⅴ,U V･･

し丁Ⅰ了F一十干ライニ･′ムヒ汀′王
＼T tT.U U

卜二芸孟芸よ去喜
】‾‾‾送餅分雌方式
-j′竺受分離方式

I fて ノJ長

一2 子†プ∫ 式

1L‖機;換ノJÅ

2い一1密換‾方式

の名妓を安:ナそjtぞれ別々に復調さ+tたものを使うわけである｡こ

れに比べて後者は親.1丁】うの電波を受け役調,変調を行なわずノこ川;発振

け召披数の噂人によってヘテロダイン変換を行ない,増幅再放送する

ものである{ 二の場合映像,音ノji披とも同時に一つの広帝域増幅㍑詩

により増幅するので,映像がAMであることと況変調のノ∴ミュりその

喜仁線性が良好であることが要求される｢､脱力三11本で使われているサ

テライトは人.部分ほこの周波数変換方式のものであるワ

ニの朋波数変換方式ほ,周波数を受信周波数から送信周波数に
--

lrilで変換するか,-･喪中開閉披数に変換してから件び送信周波数に

変換するかによって分けられる｡2回変換方式はVHFサテライト

で送受のチャンネ′しが近くて受信披が帯域増幅諸三吉の帯域外減衰特性

により十分減衰せすスブリアス幅射となる場合,受信点と送信ぶの

ブ朋佳が長く(送受分離に/)いては後述)受信周波数のままでほケー

ブ′L損失が大きくなる場合などに適用されるっ

立た別な観点から受信点と送信点が分かjtる送受分離力式と送信

.号j二と受信部が同一地点になる非分離プチ式があるっ
分離方式は送信点

として好まい′､地ノよでの受信電界が低いため受信ノえを離れた所に求

Jユ)ぎるを行なかった場ナナと,送受のチャンネルが近いため受信人力
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に送fi川川が肌1享子をリーえl卜むを付す送受∴'.ミを離す域｢丁が名■ノLら一子L
-7
て-)｢

このほかに促ノ､■J:漣川の向から1子†力式,2千丁ノノ式が妄jる二以心三ま

でほ人祁クナのサテライトは27こ｢ノノ式であり,か一‾イi創りJ換桜能を右

するものであるr LかL乍後は′ト電力し)では1f‾√プJ式,あるいは手

励り+換ノノ式の2子√`美装ノノ式などが次第に採印さjtてテ+二くと考こしら八

る｢

3.UHFサテライト装置

3.1概 要

共体例としてNHK高萩･仁如こ納人Lたセソ:､に/ノいて.汁j心するこ

とにする｡高殿Jlほ第1国に′示すようにNHK如上j〔総r‡CHlを･享

けUHF冊CH52に変換する｢卜､-′二りの′亡Ei比をさらにCH51に変換

する孫サテライトん∫)であるてすなj)ら-‡ラi紋付5二送受†1--‡チ十ンネ′Lカミ

UHFの隣接チャンネ′ンで占ノることが特長杓て,放ノ去機側ならC二に

受像機側のそれに対する【‾Fり埋軌汁が岩験1,1としてのテーてと考/ンノ

れる｢

lち削左チャンネノン対1j一三とLてはブ去受)ナ那ガ人とL,州の】1‖二｡已二るシ

ャドウ幼男上を手引1Jし,さらに黄3図のように受･r∴丁ンテナに如j‾後比

の人きいパラボラ(3nっ)を送信7ンテナには2げ柵JトTて収′L-ナを披
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第6図 受 信 部
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間 連 取(′仰ご)

第7図 絵 合 間 拡 数 特 性

る｡

弟4図は装置の系統図,第5,る図は外観である｡UHFのCH52

の周波数ほ高周波2段増幅後50Mcの中間周波数に変換され受信部

から約300m離れた(ケーブル10D-2V,ロス約10dB)送信部へ

送らjl再びUHFのCH51に変換され送信されている｡

3.2 仕 様

送信周波数 映像699.25加Ic,音声703.75Mc(CH51)

送 信 出 力 映像100W,音声25W

/β
7(フ ～♂ Jβ 4β ∫∂ ♂♂ 7β β∂ β♂

受信喜巧人力(♂』〟)

第8図 A G C 特 性

受信周波数

雑 音 指 数

周波数特性

A G C 特性

直 線 性

スプリアス発射

映像705.25Mc,音声709.75Mc(CH52)

10dB以下

±3Mcで偏差±1dB以内(第7図)

入力変化±10dBに対し出力変化1dB以内

(第8図)

定格出力の2.5倍まで10%以下(弟9囲)

映像出力に対し50dB以下

3.3 主要回路の説明

3.3.1入力フィルタ

高萩局ほ日立局のUHF電波(704～710Mc)を受信し,他の

UHFチャンネル(698～704Mc)に変換して再放送するU-Uサテ

ライト局であるが,最も特徴的なことほ送受両チャンネルが完全

に隣接していることである｡ここで最も問題視されるのは送受ア

ンテナ間の結合であって,ビート妨害のため画質を害し極端な場

合にほ系統の安定性を脅かすことも考えられる｡このためサテラ

イト装置の受信入力側に送信出力の映像および音声搬送波を減衰

させるため入力フィルタを設ける必要がある｡高萩局の入力フィ

ルタに要求された性能は次のとおりで,将来さらに同地区で710

～716Mcの放送が開始されることを予想している｡

減 衰 特 性

減衰周波数 l 減 衰 量

J
山
′
九
′
力
′
九

699.25Mc

703.75Mc

711.25Mc

715.75Mc

20dB以上

20dB以上

20dB以上

20dB以上

通 過 帯 域 704～710Mc

そ う 入損失 0.5dB以下(通過帯域)
V S W R l.2以下(通過帯域)

周 囲 温 度 10～50℃

で上記の仕様を満足すること｡

これからも明らかなように,通過域の上下端と減衰すべき周波

数との間隔はわずかに250～1,250kcに過ぎず,さらに周囲温度

の変化まで考慮に入れると,上記の目標を完全に達成することは

至難となり,下端部(704Mc近傍)の特性はある程度犠牲にせざる

を得ない｡フィルタの共振器の0ェは(したがって0｡も)非常に

高くとる必要があるので,このため共振器として152D形(中心

導体39D)のス/2空胴共振器を使用した｡(ヨ｡の計算値は約13,000

であるが,実際にはその70%程度の値が得られている｡伝送路

はWX-20D,伝送路と共振器との結合はループ結合形である｡

周囲温度の変化(40℃)に対し,十分な減衰量を確保するため,

703.75Mcおよぴ711.25Mcに対しそれぞれ2個の空胴を使用し

たのでフィルタの素子は合計6個となった｡動作原理は第1る図に
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ガ

∬

打

即

〃

〃

∫

(
屯
七
)

叫

鵬
頒

＼×二設×

即∫ 〝♂ 7(汀 7/β

周 波 数(ル′ご)

7｡J∫

Jご♂

こと_

ノ/♂ ≧
Lつ

ゝ

J♂♂

第11図 入力フィルタ電気的特性

示した出力フィルタのそれと全く変わりない｡ただ3個の反射素

子は頭部の補償素子が容量性であり,残りの3個は誘導性となっ

ている｡第10図はその完成写真,また弟11図は電気的性能であ

る｡設計目標はほとんど達成されているが,704～705Mcの範囲

内で減衰量の食い込みが見られる｡これほ減衰極がきわめて近い

ための不可避的な現象で,かりに空胴のQが無限大でも避けられ

ない｡同様の理由から通過城下端部のSWRもよくないが,映像

搬送波(705.25Mc)以上では1.1以内におさめることができた｡

以上の問題はあるが残留側波布方式でほ704～704.5Mcの範囲で

畑

(壱､こ

二｢

Y

＼一
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♂(‖J

朋

｢〇7ノ

/J汐イ

/月 Zビ′
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ノ甥/
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/〃7

∫F 7F
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/J7dβ
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第12図 レ ベ ル ダ イ ヤ

ほ放送波のエネルギー分布がきわめて小さく,また,映像搬送波

では,VSWRも良好であるから,実用上

の支障はない｡完成品を恒温槽中に入れ温

度特性を測定したが,当初の予想どおり低

温域で減衰量の(通過域への)食い込みが

若干増加することを除き格別の問題はなか

った｡しかしフィルタの温度特性の改善は
今後に残された重要な課題であろう｡

入力フィルタは受信装置とともに同一き

ょう体に収容され屋外に暴露されるので,

寸法的にも限度があり,温度条件も過酷で

ある｡また,その性質上価格の増加は嫌わ

れるので,これ以上空胴を大形化してQを

上げることは実際の問題として,困難では

ないかと思う｡高萩局で行なった現地試験

でほ,このフィルタを通過することによる

画質の低下は全く認められず,また,これ

をはずすとビート妨害のため画はかなり劣

化することが確認された｡

3.3.2 受 信 部

受信部は受信UHF波を50McのIFに.変換し次の送信部に送

り出す部分でさる｡また親局電波を検出しそれによって送信部を

起動する回路をも持っているので,受信部は24時間連続運転し

ている｡

高周波増幅回路はセラミック管7077の格子接地2段の低雑音

回路である｡この回路は先端容量j/2形で,負荷抵抗が低く1段

当たりの利得ほ約6dIミ程度と推定される｡局部発振は12Mc台

の原振を54逓倍(3×3×3×2)して得ている｡この発振器の安定

度は7×10‾7が要求され,これは原振では8.4c/sとなる｡実測デ

ータとしてはB電圧±10%変動に対し±5c/s,ヒータ電圧±10%

変動に対し辛3c/s変化する｡また恒温槽の温度が安定するには

周囲温度0℃のときに45～50分で,その変化は約300c/sであ

る｡

受信部の利得は40dBが標準で,第12,図レベルダイヤにより

明らかなように最大出力レベルを90dB/上とし,送受分離方式の

ケーブル損失15dBを見込んである｡したがって非分離時にはこ

の分だけ抵抗減衰器でレベルを下げる必要がある｡受信部の中間

周波増幅部3段の5654にAGCをかけている｡

入力検知回路は前記のAGCをかける段の前から別に映像周波

数±1Mc程度の狭帯域増幅し,検波クリップして水平同期信

号を抜き出し,それを整流し有極リレーを動作させている｡この
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第13囲 2C39A共振器入力インビータンスの一伊
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VHF 用

宕‡窄管名

r

ggo(Ⅴ)

7F31R

UHF 甲

2C39A 4F16R

1.47
1
1.7 1.85

-90 -10 -20

5F60R 7F13R

1.75 1.75

-25 -50

接点が送信部起動のもととなるのであるて

3.3.3 中間増幅部

受信部よりの50Mcの信号を再び局部発振によりUHF帯に変

換している｡この変換器は信号レベルがかなり高いので変換利得

(正しくほ損失)と直線性の関係が複雑でなお検討の余地があるも

のである｡変換器の後のUIiF増幅段ほ適当な真空管がないた史･

最終.殴に7077のプッシュプル回路を俵田しているが,適当な球

の開発利用を図りたい二

3.3.4 電力増幅部‾

同軸構造をもったUHF送信用の強制空冷管2C39A,4F16R,

5F60R,7F13Rにより構成され,いずれも格子と遮へい格子を

接地した転倒形増幅器で空胴共振器を使用している｡.

UHF周波数における電力利得は50dB近くiこなるので,帰還に

よる特性の変化,動作の不安定をふせぐため電源フィルタ,電源

線の遮へい空胴共振器内の中和など十分な注意を払う必要があ

る｡

各段は入力を50凸整合して動作させ,真空管の経時変化,交換

による特性の劣化を防ぐためスワンビング抵抗をそう入し,前段

出力の1/4～1/5程度をこれに消費させている｡帯域内の入力

VSWRは1.3以内になるように調整している｡

共振器の出力側は単同調回路で次段の入力インピーダンスを調

整してから同軸ケーブルで接続し,スワンビング端子に検波器を

つなぎ前段の入力側に掃引発振器を接続し周波数特性を見ながら

出力側の共振周波数を調整するのである｡

UHF帯の送信管は電子走行時間の関係でカソード,グリッド間

の距離が小さいことなどの理由からβg-オ♪特性がVHF帯送信管よ

り曲がっているので直線増幅器として使用するには問題がある｡

真空管のβg一方♪特性が直線であれば動作基点をカットオフの点に

おいて完全なB級で動作させればよいが非直線特性を持つ場合は

A級に近くアイドル電流をかなり流してやる必要がある｡.この点

を次に少し検討して見る(1〉(2)｡
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第15図 ご､すみの呈とノミイアスの関係

才♪=(gg＋Eg.)γ‥
.(1j

Ego:カットオフ電配=Eg2/一亡!コ

;一については第3表参照

βg=三gCOS〝一& ‥‥

‥(2J
とすると(1)式より

7♪=(､三gCOS〃＋与go一三g)一 ‥(3)
こ九を

三g,′～＋Ego--Eg=1

となるように基準化するT ここにこg川ほ映像同期尖端時に音声か

重畳した時の瞬間最大値である二

&0一且g

三g〃一＋Ego-Eり

こg

=α.‥.

..(4ノ

=∂

三gけ`＋ち0一旦g

のように表わすと(3)式は

才♪=(α＋∂cos〝)i一

(.6)式より基本波成分んほ

ん=÷～二'βp(α＋∂cos〝畑s〝d〟
ここに〝♪はプレート電流流通角であって

‥‥‥(5)

‥(6)′

...(7ノ

タ♪=COS〃‾1言(α<∂)
‥(8)

〃♪=こ (α≧∂)+

αは基準化されたバイアスを意味し,∂は入力信号の大きさを

表わす｡

んと∂の関係が直線的になるのほ次の三つの場合であるこ

り)7∫=1,α=0.5
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削剖生が其直で動作基点を使用範閃の-卜Lに選ふ.すな

わち理想のA級増幅であるっ

(2)j･一=1,α=0

其窄管特性が真底で動作威ノさぇをカットオフに選ぶっすなiっち

理想のB級増幅である↑

(3)7′=2,α=0.5

この場合を計算しで見ると

′♪=三仁=(α＋∂co抑cos〃√川
=卓〔〃〕＋汀=2〟∂

すなわちんほ人プJ∂iこ比例する二.

いま第15図のように非両線ひず-ち(%)を定点し,7･を/､ラ′

一夕ーとした〟とひずみの関係を計算すると第14図のようこな

るっ これよりフ′がわかれば最適のαはjにまるわい‡‾で,1･7､1･8の

しTHF増幅管でほβ=0.4くらいということでA紗こ止い動作で崩

もひずんが小さくなるっ

3.3.5 空胴共振器

本装掛こ採用された共振詩話はNHKllT亡し1)に採Jllさ′itたものと

同一一設計のものでこれについてはすでに幾つかの_文個別こ絹r卜さ′子L

ているので詳細は省略することにするT その.設計力針と1ノては

(1)UHFでは共振回路の寸法が小さくなり,えーうごかの接触状

態の変化でも同調ずれが起こるおそれが人きいので,川三結贅

の向_Lが容易に行なえるよう,何凋の吋変矧瑚を必要五言小限に

制限した｡

(2)共振詩語の無負荷0が艮期間にオ)たり初期値を保つように

銀メッキの_1二にスキンデブスより蒔くロジュームメッキを7‾丁な

一〕たっまた接触什の構造一ミラノlソキをトょし,乍胴と確`支な掛較

を保つようにしたっ

(3)向流阻虹容量を十分人きくして,この.部分を通して人出

ノブ閃の喘還がないようにし,さらに榊け,貫通形コンデンサな

と､によって什.号l卜＼の揃えいを■ノご今に除上し,J㌧振㌣詩のどノ州+外

ゝ■討二の焔還による/ド女走がないようにした｢.

(4)格ナと選へい桁√･の間の適当な処兜によ′,て,舟乍管の

州笥;を通り出力から入ノJへの帖還を防山したT.

実際にこの共振器を使用Lた所でほ電腑投入後の周波数変化は

杓1Mcでその時間ほ約2時間である〔また頁乍管を交換Lた時

の開披数特性その他の変化もごくわずかで共振詩話を再調難しなtて

とも一んL使用できる程度である(.二れはセラミック管の棒閃ナ手蔓

のバラツキがきわめて′トさいためと考えらjtる｢

3.3一る AGC 回 路

AGCは終段管の後からピックアップし,映像搬送波,音†i}撤退

波に同調する共振貸割こより映像信シう･,音声信号をそれぞjt別々に

とり出し,前者はピーク値検波,後者は平均値検波し但流増幅した

後受信札 中間増幅新こ帰還しているっ映像入力電界が高い状態

(標準でほ音声電界より6dB高い)では,映像出力が定格出加･こ

なるように勅rl三し,その間ほ音バiAGCほ動作しないっ もLフェ

ージングなどで,滞パイ電界が,標準状態より大きくなると,映像

ムg tmA･

OW,100W:20()W OW

ん(mAノ
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出力は上述のように一定であるが,音声出力ほ定格出力よJ)増大

する二 音声電界が映像電界と等しくなると,映像,音声の出力は

ともに映像定格値となるっ

さらに音声電界が増大すると,音声AGCが動作Lて,音声咄

ノJを映像定格値に押え,映像出力は道に定格出力より小さくな

る一 すなわち本AGCは,通常は映像出力を一一定にするようむこ動

作し,入力電界が異常な場合は,音声出力一定になるように動作

して,いかなることがあっても,映像,音声和出力ほ,映像定格

値を越えないように動作する｡

3.3.7 出力フィルタ

送信出力中には,送信管の非直線性により岩‾‾†∴の不止帖別の成

斤が含まれているが,そのうち最も顕著なものほ映像,音声,カ

ラー(副)搬送波の混変調成分であるヮすなわち,映像搬送波を

/,t-Mcとすjt(ざ

ム=′ト･-4.5Mc,ノち=ノTl･-3.58Mc,ノも=人十9Mc

･刀3収分であって,ニれを法定伯山‾卜に減衰させるため桝プJ側に

出ノ〕フィノLクが耳丈り付けられている｢

出ノノブイノLタの原僻図は第1る図に示すとおりで,フイ′しタ素

+′一∧1,∧㌔,ルヨがそれぞれんノ去ムの横顔を受け持/,ている｡Ⅳ1

こついて請う己明すると,ん_bよびC.は.れに何列共振してムを触

絹する(-一一･ノ大通過域(送信出力の帯域,高萩局の場合i･ま,698-～

TO4Mc)t勺で良好なVSWR特性を得るためにほ,〃】の通過城内

刀7ドミタンスの値を極力′+､さく保たなければならないが,上1('1

い胡各がかなり人きな残留アドミタンス(誘噂性)をもつため,これ

を古仁列に･才i量分Cl′を入jtてj文典振させている二)凡の動作もこれ

と変わりないが,〃ごiの場合はノもが通過域の周波数よりも高いの

で(濾過城内で上3C3回路の残留アドミ タンスがザ≠量性となるた

カ)1仁列に上丁う′をノしれて】女共振させている′.

ヱH‾ノjフイ′しクに要求された性能は次のとおりで,これまでの

＼rHFサテライト装楳のそれと大差ないっ
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第16図 Hうカフィルタ等触回路
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周 囲 温 度
-10～＋40℃で上記の仕様を満足すること

VHFの場合と比べて技術的に困難となる点は,周波数が高いた

め0上の値も高くなり(約3～4倍)このため温度特性,VSWR特

性が悪くなること,および立体回路の構成もかなり本格的なもの

となってくることである｡伝送電力は小さく(100W),混変調成分

はさらに微少であるから,反射素子内のジュール熱ほ完全に無視

できるが,周囲温度はかなり大きく変動するので(温度幅50℃)

反射素子の熱伸縮により共振周波数が変化し,このため回路の特

性が変動することを考えなければならない｡反射素子の材質(銅)

の熱膨張係数から推定すると,共振周波数の温度変化は約13kc/

℃であるが実験結果もほぼこれに近い｡すなわち,50℃温度幅に

対して共振周波数の変化は650kcとなるから,これに弔し上記設

計目標が満足されるよう考慮しなければならない｡

出力フィルタの構造はNHK日立局で使用中のものと変わりな

く,伝送路はWX-39D,反射素子は39D,および77Dの二重同

軸形共振器で,頭部に補償用の容量素子,またはインダクタンス

ー素子が取り付けられている(第17図)｡反射素子の間隔は実装的

な要求および高次姿態の影響防止の観点から3_/4入とした｡第

18図はその完成写真,また第19図ほその電気的性能である｡特

に減衰特性はんム,ム近傍で650kc以上の幅で20dB以上の減

衰量が得られているので,温度特性は満足なものと思われる｡そ

の接,出力フィルタを恒温槽に入れ温度特性を測定したが,前記

の目標はおおむね達成されていることが確認された｡

4.今後の問題点

4.1電力増幅部

UHFサテライト装置の問題点はすべてUHFにおける直線増幅

の困難さに集約され,無人局運転でどの程度の性能が維持されるか

第17図 反 射 素 子 の 構 造

第18囚 出力フィノンタ完成ワ貞
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第19図 出力フィルタの電気的特性

ということになる｡そのためにほまず真空管の長寿命化が必要で,

5,000～7,000時間の俵田に耐えるのはその一部であって,いまだそ

のレベルに達していないものが残っている現状である｡また空胴共

振器の安定度の向上が必要で,無負荷Qの確保のためには表面処理

の検討,可動接触部の減少などを図る必要がある｡しかしこの点は

強制空冷用の空気の質にもほなはだしく左右されると考えられる｡

特にほこり,塩分,湿気,有害ガスに対しては局舎設備との総合的

検討が必要で,この点ほユーザーも十分考癒して欲しい点である｡

VHFよりUHFへの変換を電力レベルの高い点で行なえばUHF

帯での増幅度は小さくてすむので今後はこの点の理論的,実験的検

討が必要と考えられる｡

一方,考ユ在行なわれている極管と空胴共振器の組み合わせによら

ない進行波管による増幅が注目され始めている｡これは進行波管の

広帯域性より1チャソネルのみでなく同時に2チャンネル以上の

増幅の可能性があること,増幅度が25～30dBと高いこと,空胴共

振器が不要で調整が容易なことなど幾つかの利点を有している｡し

かし,直線性に疑問があること,特に寿命が長くない,きわめて高

価であることなどから実現にかなりの期間を要すると考えられる｡

4.2 そ の 他

受信部のトランジスタ化はすでにVHFでは行なわれているが,

近い将来/ミラクタの組み合わせによi)UHF帯の局発,低レベル段

までの増幅が実現し,保守量の減少と障害の減少に役立つものと考

えられる｡

また制御系の障害を防ぐため,制御系回路の簡削ヒたとえば送信

部の24時間連続運転,スケルチ方式の採用など理論的に新味のある

ものではないが,実際のサテライト局の運転にほきわめて重要なこ

とであろう｡

5.結 口

UHFサテライト装置ほまだ実績も少なく,多くの改良がなされな

ければならず,第二次チャンネルプランの修正によって新設される

局は順次それらの新技術が盛り込まれて行くであろうことが期待さ

れる｡

終わりに技術協力の形でご指噂くださった日本放送協会技術研究

所開発部のかたがた,貴重なご助言をくださった同無線研究部のか

たがた,終始ご指導をいただいた施設局送信設備部および技術局整

備部の関係各位,さらに入出力フィルタに閲しご指導くださった東

北大学佐藤教授,斉藤助教授に深く感謝する｡また装置の設計,製

作に協力された日立製作所戸塚工場,茂原工場,日立電線株式会社

の関係者のかたがたにお礼を申しあげる次第である｡

(1)副島他

(2)本間:
(3)本間:
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